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(口1月末現在〕 前月比

人口 5印6，593 (+106) 
( 男 2釘7，日，4削 〔十叶叫61)
女 2泊9，183 (+45) 

世帯数 1臼3，212 (-十卜は5日〕
出 生 52 転入 3S5
死亡 37 転出 264
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E 

O 

(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

C 

着着進む

放牧場建設

な放牧場が建設されています

市内宮代郷の大多武に広大

H
H

三
月
の
こ
よ
み
H

三
月
の
主
婦
の

く
ら
し
は

何
か
と
多
忙
な
も
の。

入
学

準
備
、
進
学
、
受
験
、
卒
業

就
職
な
ど
、
子
供
を
中
心
と

し
た
雑
用
が
多
い
う
え
、

春

を
む
か
え
る
た
め

の
家
事
万

端
が
、
主
婦
の
肩
口
か
か
っ

て
き
ま
す
。

さ
て
、

三
月
一
白
か
ら
全

国
緑
化
運
動
が
始
ま
り
、
三

日
は
ひ
な
祭
り
で
す
。
こ
の

ひ
な
祭
り
な
ど
は
日
本
独
特

の
も
の
と
し
て
、
あ
と
あ
と

ま
で
残
し
て
お
き
た
い
も
の

の
一
つ
で
す
。
三
月
三
日
は 可

J これは、農業構造改善事業と

して行なわれているもので、

これ三カ年の継続事業です。

ができあがると、 60へクター

ノレの大放牧場となり、市の酪

農が大きく発展する基礎とな

るでしょう白

ま
た
、
耳
の
日
に
も
あ
た
り

一

ま
す
。
耳
の
健
康
に
注
意
し
一

ま
し
ょ

う。

六
日

は
皇
后
誕

一

生
目
、
ま
た
こ

の
日
は
冬
の

一

聞
大
地
に
も
ぐ
っ
て

い
た
虫

一

が
土
の
外
に
は
い
だ
す
日
H

一

啓
聾
H
H

で
す
。
七
日
は
消
防

一

記
念
日
で
、
全
国
各
地
で
消

一

防
の
行
事
ポ
行
な
わ
れ
ま
す

一

火
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

二
十
一

日
は
春
分
の
日
で
、
一

寒
い
冬
と
も
い
よ
い
よ
お
別

-

れ
と
な
り
、

一
干
四
日
の
彼

一

岸
明
け
を
す
ぎ
る
と
陽
春
を
一

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

な
お
、
二
十
二
日
は
N
H
一

K
の
放
送
記
念
日
で
も
あ
り

一

ま
す
。
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大
村
か
ら
交
通
事
故
を

な
く
す
た
め
に

運
転
手
の
交
通
規
則
と
し

て
、
飲
酒
運
転
、

無
免
許
運

転
、
ス

ピ
ー
ド
違
反
、
い
ね

む
り
運
転
な
ど
が
あ
る
。

歩
行
者
の
交
通
規
則
と
し

て
、
自
転
車
の
二
人
乗
り
、

② 

大
村
中
一
年
出

正

子

口

歩
行
者
優
先
の
し
か
た
、
歩

行
者
に
と
っ
て

一
番
必
要
な

こ
と
は
、
夕
方
車
が
多
く
帰

り
を
い
そ
ぎ
腹
が
す
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
歩
行
者

は
常
に
気
を
つ
け
ね
ば
な
ら

婦
人
と
電
気
の
会
員
募
集

豊
か
で
楽
し
い
文
化
生
活

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は

電
気
に
関
す
る
基
礎
知
識
が

必
要
で
し
ょ
う
。
九
電
で
は

つ
ぎ
の
と
お
り
H

婦
人
と
電

気
の
会
員
の
募
集
H

を
し
て

お
り
ま
す
の
で
申
込
み
く
だ

さ
し
。

申
込
期
日

申
込
先

三
月
十
五
日

九
電
大
村
営
業
所

対

象

一

般
家
庭
婦
人

会
費

無
料

行

事

四

月

か
ら
十
二
月

ま
で
、
原
則
と
し
て
月
一
回

の
例
会
を
持
ち
、
屋
内
配
線

電
気
釜
、
ア
イ
ロ
シ
、
ポ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
の
取
扱

い
、
ゴ
!
ド
類
の
修
理
な
ど

を
講
習
し
ま
す
。

(1 

な
い
と
思
う
。

私
の
近
所
の
十
字
路
で
、

こ
う
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
自
転
車
に
乗
っ

て
い

る
小
さ
い
男
の
子
が
右
左
を

見
な
い
で
ヒ
ュ

!
と
横
断
し

よ
う
と
し
た
。
す
る
と
小
型

の
ト
ラ
ッ
ク
が
ゆ
っ
く
り
走

っ
て
来
た
。

運
転
手
は
必
死

で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
。
な

に
し
ろ
小
さ
レ
子
供
だ
っ
た

の
で
よ
く
見
え
な
か
っ
た
ら

し
い
。
男
の
子
の
泣
き
声
を

聞
き
、
そ
の
お
か
あ
さ
ん
は

も
う
一
人
の
子
供
を
連
れ
顔

を
青
く
し
て
か
け
つ
け
た
。

お
母
さ
ん
は
自
転
車
に
乗
っ

犬は必ず、つないで

飼いましよう

た
男
の
子
の
あ
と
を
来
て
い

た
の
だ
。
男
の
子
は
運
転
手

の
世
話
な
ど
で
、
か
す
り
傷

を
少
し
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

運
転
手
が
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ

と
出
し
て
い
る
と
、
思

い
も

よ
ら
な
い

こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
っ
た
。
こ
の
話
も
夕

方
の
事
故
だ
。
そ
れ
か
ら
横

断
歩
道
を
白
線
で
書
い
て
あ

る
の
に
、
老
人
や
婦
人
に
多

く
見
ら
れ
る
が
、
め
ん
ど
う

く
さ
い
と
い
う
わ
け
で
交
通

規
則
を
守
ら
な
い
人
が
い

る

私
た
ち
の
学
校
で
は
毎
年

運
転
手
の
人
が
安
全
に
運
転

し
て
も
ら
え
る
よ
う
切
な
る

お
願
い
と
じ
て
マ
ス

コ
ッ
ト

を
あ
げ
て
い
る
。

お
互
が
注
意
し
あ
っ
て
、

尊
い
人
命
を
失
な
わ
な
い
よ

う
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
こ
と
を
望
み
ま

す

。

お

わ

り

-
交

通

止

:
;
:

一
水
道
管
布
設
工
事
の

た
め

一

つ
ぎ
の
と
お
り
全
面
交
通
一

一
止
と
な
り
ま
す
。

一
場
所

水

道
部
前
か
ら
、

一
水
主
町
平
松
酒
庖
前
ま
で
一

一
の
五
百
二
十
六
メ
ー
ト
ル

一

一
期
間
三
月
一
日
か
ら

三
月
十
一
日
ま
で
一

旧
空
廠
跡
と
飛
行
場
内
の

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

道
路
を
確
認
し
ま
す

旧
二
十
一
空
廠
と
旧
大
村

海
軍
航
空
隊
飛
行
場
内
の
、

道
路
と
畠
の
境
界
が
は
っ
き

り
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
で
す
。
市
と
農
業
委
員
会

で
は
、
配
分
図
上
に
設
置
し

て
あ
る
道
路
を
全
面
的
に
調

査
確
認
し
、
杭
を
立
て
て
そ

の
位
置
を
明
示
い
た
し
ま
す

隣
接
す
る
地
主
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

期
間

三
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で

犬を飼っておられる方で、まだ放し飼し?を

している方はありませんか。

! 犬は、市の条例でも 、自分の占有地外での

|放し飼いはできないことになっています。

| 或る市民の方からも、 H折角犬をつなぐ条

!例もできているのに、ほとんどの犬が放し飼

ド 山畑やごみ附されて因ーと

かしてほしい "と の苦情もでています。

| 市もこ…こと…うに努力はし
!ておりますが、市民のみなさんーとくに犬を

i飼っておられる方のご協力をお願い します。
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-
2
月
初
日

i
3
月
向
日

'‘迦

春
の
火
災
予
防
運
動

昔
か
ら
、
日
本
は
火
災
の

多
い
国
と
い
わ
れ
ま
す
。

最
近
の
火
災
統
計
に
よ
れ

ば
、
火
災
は
十
分
毎
に
日
本

の
ど
こ
か
で
起

っ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
多
く
発
生
し

て
い
る
火
災
の
原
因
を
見
る

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
私
た

ち
の
不
注
意
や
、
不
始
末
に

よ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す

ま
た
、
私
た
ち
は
経
験
に

大村駅前の市営住宅が、鉄筋コシク リート

の住宅に建て替えられています。この住宅は

一階に10軒の屈ができ二階から四階までには

28戸の住宅となっています。これができあが

ると大村駅前通りも、いっそう近代的な通り

となることでしょう。

総工費=約 4，000万円。

(3) 

駅前住宅建築中

よ
っ
て
も
、

ち
ょ

っ
と
し
た

注
意
を
払
う
こ
と
で
火
災
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

知

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
火

に
対
す
る
注
意
を
、
生
活
の

中
で
注
意
す
る
よ
う
に
習
慣

づ
け
ま
し
ょ

う。

こ
れ
で
大

半
の
火
災
が
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
は
確
か
な
こ
と
で
す

な
お
、

温
問
中
、
消
防
署

消
防
団
で
は
、
消
防
演
習
、

消
防
査
察
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
】

マ
三
月
七
日
午
前
七
時
、
消

防
演
習
召
集
の
た
め
、
十

五
秒
二
回
。

マ
三
月
七
日

か
ら
十
三
日
ま

で
、
午
後
八
時

一
分
間
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

英
同
納
税
相
談
の
実
施

v

申
告
期
限

f

所
得
税

H
3月
日
日

事
業
税

H
3月
沼
田

市
民
税

H
3月
沼
日

所
得
税
、
事
業
税
、
市
県

民
税
の
申
告
時
期
が
せ
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
納

税
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
た
、
申
告
が
一
度
で
す
ま

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
、
県
、
市
の

三
者
共
同
納

税
相
談
、
県
、
市
の

二
者
共

同
納
税
相
談
を
つ
ぎ
の

と
お

り
行
な
い
ま
す
の
で
、
気
軽

る
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

大
村
市
役
所

開
設
日
時

(
三
者
共
同
納
税
相
談
)

3
月

3
日

j
3月
臼
日

時
間

1
9
時
別
分

l
m時

(
二
者
共
同
納
税
相
談
)

3
月
日
日

1
3
月
沼
日

時
間

H
9時
i
f時

日
曜
、
祭
日
は
休
み
ま
す

な
お
、
市
県
民
税
の
申
告

は
、
市
役
所
課
税
課
、
各
出

張
所
で
受
付
け
ま
す
。

期
限
ま
で
に
申
告
さ
れ
な

い
と
扶
養
控
除
な
ど
の
諸
控

除
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、

納
税
者
の
み
な
さ
ん
が
不
利

益
と
な
り
ま
す
。
期
限
ー
ま
で

に
ぜ
ひ
申
告
を
す
ま
せ
ま
し

ょ、っ。

j 

(2月16日--3月15日)確定申告期間

これだけは

.1 

わすれません

あ
ツ
わ
す
れ
た



ま
で
に
生
れ
た
女
子
。
一

ほ
う
炊
員
日
①
学
歴
は
問

一

わ
な
い
が
、
学
校
教
育
法
に

一

よ
る
新
制
中
学
校
卒
業
程
度

一

の
学
力
を
有
す
る
人
。

一

②
市
立
病
院
ほ
う
炊
員
は
、
一

昭
和
十
重

四
月
二
日
か
ら

一

昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
ま

一

で
に
生
れ
た
女
子
。

③
清
和
薗
ほ
う
炊
員
は
、
大

正
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
、

昭
和
十

一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
女
子
で
、
住
み
込

み
可
能
な
人
。

な
お
、
い
ず
れ
も
大
村
市

内
に
住
居
を
有
す
る
か
、
採

用
後
居
住
し
う
る
人
。

試
験
の
方
法

第
一
次
試
験

教
養
試
験

・
身
体
検
査

第
二
次
試
験

面
接
試
験

・
身
上
調
査

第
一
次
試
験
日

三
月
十
三
日

受
験
手
続
と
受
付
期
間

一
三
月
十
二
日
正
午
ま
で
に

市
の
人
事
課

へ
直
接
申
出
て

く
だ
さ
い。

夫婦が離婚しますと、結婚によ

って氏を改めた夫か妻は元の氏に

かえりますので、夫婦間の子は父

か母と氏を異にするこ とになりま

す。たとえば、結婚によって氏を

改めた妻が離婚して元の氏にかえ

った場合、その母親が子を引取り

養育していますと、その子は母と

氏を異にしますので、社会生活の

うえでいろいろ不便を生じます。

このよう に子が父または母と氏を

異にする場合には、子は家庭裁判

所の許可を得て、父または母と同

じ氏に改めることができます。

ナ

お

ら
せ

し

コ

(4) 

など市民α初2長

受
験
資
格

栄
養
士
H

①
学
歴
は
問
わ

な
い
が
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
し
、
栄
養
士
免
許
を

有
す
る
人
。

②
昭
和
十
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十

一
年
四
月

一
日
ま

で
に
生
れ
た
女
子
。

看
護
助
手
H

①
学
歴
は
問

わ
な
い
が
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
新
制
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
人
。

②
昭
和
十
h
，
ヰ
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日

子の氏の変更

り

職
員
募
集

大村市政だよ

市
で
は
、
栄
養
士
と
労
務

職
(
看
護
助
手
、
ほ
う
炊
員
)

を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま

す
。職

種

だ
さ
い
。
児
童
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
、
児

童
と
そ
の
家
庭
に
そ
れ

ぞ

れ

マ

墓
地

島
原
市
泥
川

適
切
な
措
置
を
行
な
い
児
童

台
寺
墓
地

の
福
祉
増
進
に
努
め
る
も
の

届
出
先

島
原
市
泥
川
一

で

あ

り

ま

す

。

二

二

四

番

地

安

藤

清

香

マ
相
談
内
容
智
能
の

お

く

マ

墓
地

島
原
市
桜
町
浄

れ
て
い
る
子
、
勉
強
ぎ
ら
い
源
寺
墓
地

の
子
、
家
庭
の
し
つ
け
に
反

届
出
先

島
原
市
桜
町
九

抗
す
る
、

偏
食
す
る
な
ど
の

六
六
番
地
三
浦
梅
香

あ

ら

ゆ

る

相

談

マ

墓
地

島
原
市

桜

町

安

相
談
に
応
じ
た
い
方
は
、

養
寺
墓
地

三
月
十
五
日
ま
で
に
福
祉
事

届
出
先

島
原
市
桜
町
九

務
所
ま
で
申
出
て
く
だ

さ

い

八

二

番

地

安

養

寺

マ
実
施
日

三
月
末
に
実
施

届
出
期
日

い
ず
れ
も
三

す
る
予
定
で
す
。

月
十
五
日
ま
で

一縦一
挙
以
凱
川
-w
臨主
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，R
械
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傘
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昭和33年4月22日第三種郵便物認可

各地区の 3月の母子検診はつぎのとお

りです。おそ くても生後3カ月までには

必ず検診をうけて母乳不足、跨関節脱臼

などを早く発見して健康な子供さんを育

ててください。

時間

9.30-15.30 
9.30-15.30 
9.30'"'-' 11.30 
13.00'"'-']6.00 
~. 30----15.30 
9. 30~ 11.30 
13.00'"'-'16.00 
9.30-15.30 

母子検診の実施
11 .11 1111 11 11 11 

|実施場所三竺旦

l鈴町所I~月 8 日
竹松出張所 I 3月 9臼
i今村公民館 I3月14日
|三浦診療所 I3月14日 i
|福重出張所 I3月15日 i
i黒木小学校 13月16日 |
!萱瀬出張所 i3月16日 !
i松原出張所 I 3月22日 !
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